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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は塩化ビニリデン- 塩化ビニル共重合体よりフィラメントおよびフイルム状成形品の加工過程を
微細構造と主として力学的性質との関連性において解析したもので, 緒言および本論13章より成 って い
る｡





較的広い温度範囲にわたって測定し, 結晶化速度を検討している｡ すなわち AvramiおよびEvansの式




の融点である 192oCとほぼ等しい 190oCから急冷処理したものでは4, 溶融温度が 180oC以下のとき
は急冷物で3 , 溶融後ただちに結晶化させたものでは2 となる_ことを示している｡ さらに結晶化したもの
の密度の平衡値は結晶化温度により異なり, その極大を与える温度はやはり80oC付近であって, 核生成
および球晶成長速度が極大の場合に最高の結晶化度が得られることを結論している｡























































ものである｡ すなわち 1360cm~ 1 (CH2 の縦ゆれ振動) バンドの赤外二色性を用いて分子鎖の延伸(機械)
軸に対する配向極角に関する配向係数 fo およびフイルム面に対する配向方位角に関する配向係数 f4, を
定義し, 分子鎖のフイルム内二軸配向性の評価を定量化している｡ 熱収縮温度の上昇とともに, 正の値を




る. Stein-Wilson による異方性素子がランダム配向した系からの光散乱理論を, さらに素子が方向相関
をもって配向分布した系に拡張したものであって, 光の波長と同等な比較的大きい結晶高次組織の配向状
態の研究に将来有効に用いらるべきことを強調している｡







ンー 塩化ビニルランダム共重合体), および数平均分子量 (7.11×104), 融点 (192oC),ガラス転位点 (-1
oC)等を示し, 以下の研究にはこの樹脂に熱安定剤としてエポキシ化大豆油1部, 可塑剤としてセバシン
酸ジブチル7部を加えたものを使用したことを述べている｡
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第2 章は以上の共重合体の結晶化動力学に綿する姑束をまとめたもので, 20- 150bC の温度範囲で密度
および生成球晶の直径の経時変化を測定した結果より,等温結晶化速度を求めている｡ その結果Avrami-
Evansの式から結晶化に関する諸定数を算出し, 生長速度定数<K>および<G>と, 核生成数<W>




の融点にはぼ一致する 190oC の溶融温度より急冷したものでは4 であり, 溶融温度が 180oC 以下のと
きは急冷物で3, 溶融後ただちに結晶化させたもので2となることを示 している｡ さらに結晶化物の密度










え, 例えば O oC における冷延伸ではほとんど結晶化は起こらないが, 未延伸状態ではほとんど結晶化の
起らない 5- 10oC の温度範囲でも50 % 延伸ひずみによってかなりの三次元的結晶化の起ること, また







すなわち第 6 章において主として延伸フィラメントの応力- 伸び曲線と結晶配向度あるいは小角X 線散
乱による長周期, さらに熱収縮性との関係を論じている｡ また第7章では予め結晶化された未延伸フィラ
メントの粘弾性に及ぼす延伸条件の影響を一定周波数 (139cps) の複素動的弾性率の- 50- 150oC にわた











赤外二色性の変化より定量的に取り扱っている. すなわち 1360cm~1(CH2 の縦ゆれ振動) バンドの赤外
二色性を用いて分子鎖の延伸 (機械) 軸に対する配向極角に関する配向係数 fe およびフイルム面に対す
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